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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】令和3年10月28日(2021.10.28)
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【手続補正書】
【提出日】令和3年9月17日(2021.9.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータに、
　仮想三次元空間の画像を生成する画像生成部と、
　前記仮想三次元空間に配置された、複数の粒子オブジェクトを含む第１オブジェクトを
制御する第１オブジェクト制御部と、
　前記仮想三次元空間に配置された、プレイヤーが操作可能な第２オブジェクトを制御す
る第２オブジェクト制御部と、
　前記第２オブジェクトと前記第１オブジェクトとが接触したか否かを判定する判定部と
、
　前記判定部により前記第２オブジェクトと前記第１オブジェクトとが接触したと判定さ
れた場合、前記第２オブジェクトと接触した前記第１オブジェクトに含まれる複数の粒子



(2) JP 2020-86674 A5 2021.10.28

オブジェクトが前記第２オブジェクトに吸収される様子を表すアクションを実行させる吸
収制御部と、
を実現させるための表示制御プログラム。
【請求項２】
　前記第２オブジェクトは、少なくとも前記プレイヤーの体の一部を表現したオブジェク
トであり、
　前記画像生成部は、前記第２オブジェクトの目の位置の近傍に、前記仮想三次元空間の
画像を生成するための視点位置を設定し、
　前記第２オブジェクト制御部は、前記プレイヤーの手の動きに合わせて前記第２オブジ
ェクトの手の動きを制御する
ことを特徴とする請求項１に記載の表示制御プログラム。
【請求項３】
　前記画像生成部は、前記プレイヤーの頭部に装着されるヘッドマウントディスプレイに
表示される画像を生成し、
　前記画像生成部は、前記ヘッドマウントディスプレイの向きに合わせて、前記仮想三次
元空間の画像を生成するための視線方向を変化させる
ことを特徴とする請求項２に記載の表示制御プログラム。
【請求項４】
　前記吸収制御部は、前記第２オブジェクトの周囲の第１の範囲内にある粒子オブジェク
トを前記第２オブジェクトの方に移動させることを特徴とする請求項１から３のいずれか
に記載の表示制御プログラム。
【請求項５】
　前記吸収制御部は、前記第２オブジェクトの周囲の前記第１の範囲よりも狭い第２の範
囲に粒子オブジェクトが入ったときに、前記粒子オブジェクトの表示態様を、前記第２オ
ブジェクトと接触したことを表す表示態様に変化させることを特徴とする請求項４に記載
の表示制御プログラム。
【請求項６】
　前記吸収制御部は、前記第２オブジェクトの目の前方の第３の範囲の中に入らないよう
に前記粒子オブジェクトを移動させることを特徴とする請求項４又は５に記載の表示制御
プログラム。
【請求項７】
　前記吸収制御部は、前記粒子オブジェクトが前記第２オブジェクトの表面に移動したと
きに、前記粒子オブジェクトの表示態様を、前記第２オブジェクトに吸収されたことを表
す表示態様に変化させることを特徴とする請求項１から６のいずれかに記載の表示制御プ
ログラム。
【請求項８】
　前記第２オブジェクトは複数の粒子オブジェクトを含み、
　前記第２オブジェクトに含まれる複数の粒子オブジェクトは、前記第１オブジェクトに
含まれる複数の粒子オブジェクトとは異なる表示態様で表示される
ことを特徴とする請求項７に記載の表示制御プログラム。
【請求項９】
　前記第２オブジェクトに含まれる複数の粒子オブジェクトは、前記第１オブジェクトに
含まれる複数の粒子オブジェクトとは異なる粒径を有することを特徴とする請求項８に記
載の表示制御プログラム。
【請求項１０】
　前記第２オブジェクトに含まれる複数の粒子オブジェクトは、前記第１オブジェクトに
含まれる複数の粒子オブジェクトとは異なる表示色で表示されることを特徴とする請求項
８又は９に記載の表示制御プログラム。
【請求項１１】
　前記吸収制御部は、前記第２オブジェクトに吸収された粒子オブジェクトを、前記第２
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オブジェクトに含まれる粒子オブジェクトとともに前記第２オブジェクトの内部に存在さ
せる
ことを特徴とする請求項８から１０のいずれかに記載の表示制御プログラム。
【請求項１２】
　前記吸収制御部は、前記第２オブジェクトに吸収された粒子オブジェクトを移動させる
ことを特徴とする請求項１１に記載の表示制御プログラム。
【請求項１３】
　前記吸収制御部は、前記第２オブジェクトに吸収された粒子オブジェクトを消去するこ
とを特徴とする請求項７から１０のいずれかに記載の表示制御プログラム。
【請求項１４】
　前記画像生成部は、所定数の前記粒子オブジェクトを１つの粒子オブジェクトにまとめ
て表示することを特徴とする請求項１から１３のいずれかに記載の表示制御プログラム。
【請求項１５】
　前記第１オブジェクトは、大きさの異なる複数の粒子オブジェクトから構成されること
を特徴とする請求項１から１４のいずれかに記載の表示制御プログラム。
【請求項１６】
　コンピュータに、前記仮想三次元空間における音声を生成する音声生成部を更に実現さ
せ、
　前記音声生成部は、前記第２オブジェクトの周囲の第４の範囲内にある粒子オブジェク
トに音源を設定し、前記音源から発せられる音声を生成する
ことを特徴とする請求項１から１５のいずれかに記載の表示制御プログラム。
【請求項１７】
　前記音声生成部は、所定数の前記粒子オブジェクトの音源を１つの音源にまとめて音声
を生成することを特徴とする請求項１６に記載の表示制御プログラム。
【請求項１８】
　前記画像生成部は、他のプレイヤーが操作する第２オブジェクトの情報をサーバから取
得し、前記仮想三次元空間に他のプレイヤーが操作する第２オブジェクトを配置した画像
を生成することを特徴とする請求項１から１７のいずれかに記載の表示制御プログラム。
【請求項１９】
　仮想三次元空間の画像を生成する画像生成部と、
　前記仮想三次元空間に配置された、複数の粒子オブジェクトを含む第１オブジェクトを
制御する第１オブジェクト制御部と、
　前記仮想三次元空間に配置された、プレイヤーが操作可能な第２オブジェクトを制御す
る第２オブジェクト制御部と、
　前記第２オブジェクトと前記第１オブジェクトとが接触したか否かを判定する判定部と
、
　前記判定部により前記第２オブジェクトと前記第１オブジェクトとが接触したと判定さ
れた場合、前記第２オブジェクトと接触した前記第１オブジェクトに含まれる複数の粒子
オブジェクトが前記第２オブジェクトに吸収される様子を表すアクションを実行させる吸
収制御部と、
を備えることを特徴とする表示制御装置。
【請求項２０】
　コンピュータに、
　仮想三次元空間の画像を生成するステップと、
　前記仮想三次元空間に配置された、複数の粒子オブジェクトを含む第１オブジェクトを
制御するステップと、
　前記仮想三次元空間に配置された、プレイヤーが操作可能な第２オブジェクトを制御す
るステップと、
　前記第２オブジェクトと前記第１オブジェクトとが接触したか否かを判定するステップ
と、
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　前記第２オブジェクトと前記第１オブジェクトとが接触したと判定された場合、前記第
２オブジェクトと接触した前記第１オブジェクトに含まれる複数の粒子オブジェクトが前
記第２オブジェクトに吸収される様子を表すアクションを実行させるステップと、
をコンピュータに実行させることを特徴とする表示制御方法。
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